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	応用
	抗原情報
	背景
	プロモーター内のCpGアイランドに結合する転写抑制因子であり、DNAはCpGジヌクレオチド内のシトシン5位でメチル化されている。メチルメタンスルホン酸（MMS）によるDNA損傷によって生成される7-mGの存在により、結合は消失する。プロモーター内のCpGアイランドに結合する転写抑制因子であり、DNAはCpGジヌクレオチド内のシトシン5位でメチル化されている。メチルメタンスルホン酸（MMS）によるDNA損傷によって生成される7-mGの存在により、結合は消失する。転写抑制因子として作用し、ATF7IPをリクルートすることで遺伝子サイレンシングに関与し、ATF7IPはヒストンメチルトランスフェラーゼSETDB1などの因子をリクルートする。おそらく、SETDB1およびATF7IPと複合体を形成し、転写を抑制し、DNAメチル化とヒストン「Lys-9」トリメチル化を結び付ける。アイソフォーム 1 とアイソフォーム 2 は、メチル化されていないプロモーターからの転写も抑制できます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HeLa 細胞溶解物中の MBD1 発現のウェスタン ブロット分析。

